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日
韓
併
合
百
年
は
、
植

民
地
支
配
三
十
五
年
と
戦

後
六
十
五
年
に
分
け
ら
れ

る
。
戦
後
の
日
本
は
世
界

二
位
の
経
済
大
国
に
成
長

し
た
。
朝
鮮
半
島
は
南
北

に
分
断
さ
れ
た
が
、
韓
国

は
急
速
な
経
済
発
展
と
民

主
化
を
果
た
し
た
。
今
年

は
十

一
月
に
主
要
二
十
カ

国

・
地
域

（
Ｇ
２０
）
首
脳

会
合
を
主
催
し
、
国
際
社

会
で
の
存
在
感
も
増
し
て

お
り
、
日
韓
関
係
も
比
較

的
安
定
し
て
い
る
。

今
年
は
、
韓
国
最
大
企

業

の

サ

ム

ス

ン
電

子

を

筆
頭
と
す
る
サ
ム
ス
ン
グ

ル
ー
プ
創
業
者
、
李
乗
詰

氏

の
生

誕

百
年

に
も

当

た
る
。
系
列
六
十
四
社
の

二
〇
〇
八
年
の
売
上
総
額

は
百
九
十

一
兆
落

（約
十

五
兆
円
）
に
上
り
、
韓
国

の
名
目
国
内
総
生
産

（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
三
割
に
達
す
る
。

李
氏
の
歩
み
は
韓
国
経

済
の
成
長
と
重
な
る
。
李

氏
は
早
大
で
学
ん
だ
後
、

一
九
二
八
年
か
ら
次
々
と

企
業
を
設
立
し
た
。
韓
国

が
国
交
正
常
化
と
と
も
に

日
本
か
ら
無
償
二
億

′レ
ド
、

有
償
二
億

ノレ
ド
の
資
金
提
供

を
受
け
た
四
年
後
、
李
氏

は
電
子
分
野
に
進
出
。
三

ワ
ー
ル
ド
ア
イ

洋
電
機
や
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
合
弁

会
社
を

つ
く
り
、
テ
レ
ビ

生
産
か
ら
始
め
た
。

韓
国
は
朴
正
熙
大
統
領

の
も
と
「漢
江
の
奇
跡
」
の

高
度
成
長
を
遂
げ
る
。
日

本
と
の
経
済
格
差
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
で
九
〇
年
に
十

一
倍
だ

っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
は

五

・
三
倍
。
サ
ム
ス
ン
電

子
は
昨
年
の
家
電
売
上
額

で
世
界

一
に
な

っ
た
。

先
月
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
五
輪
で
、
韓
国
は
日

本
の
半
分
以
下
の
選
手
団

で
金
六
個
な
ど
計
十
四
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
李
明

博
大
統
領
が
掲
げ
る
目
標

の
「先
進

一
流
国
家
入
り
」

に
向
け
て
着
実
に
歩
み
、

日
本
に
対
す
る
余
裕
や
自

信
が
生
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
韓
国
の
市
民
団

体
や
研
究
所
は
歴
史
問
題

で
日
本
追
及
の
動
き
を
強

め
る
。
世
論
に

「
日
本
は

謝
罪
が
必
要
」
と
の
声
も

少
な
く
な
い
。
韓
国
で
は

夏
に
か
け
、
併
合
百
年
を

振
り
返
る
イ
ベ
ン
ト
や
学

術
会
議
が
開
か
れ
る
予
定

だ
。
　

（
ソ
ウ
ル
支
局
）

日本が韓国 (大韓帝国)を併合、植民地化

日本敗戦。朝鮮半島解放

韓国 (大韓民国)成立

朝鮮戦争が勃発 (53年に体戦協定)

日韓基本条約締結で日韓国交が正常化。条約に伴う協定で、

日本が韓国に3億ドルの無償、2億ドルの有償協力をする

代わ。Jに植民地時代からの両国間の財産・請求権問題が

「完全かつ最終的に解決された」ことを確認

東京で金大中氏が拉致される

在日青年による木卜正熙大統領暗殺未遂事件。日韓関係が悪化

中曽根康弘首相が日本の首相で初の公式訪韓

全斗換大統領が韓国の大統領で初の公式訪日

韓国が反体制運動や学生デモの激化に対応し民主化宣言

ソウル五輪

村山富市首相が戦後50年の

談話発表で植民地支配を謝罪

金大中大統領訪日。

小渕恵三首相と未来志向の

日韓共同宣言を発表

日韓でサッカー・ワールドカップを共催

韓国ドラマ「冬のソナタ」日本で放送。韓流ブーム起きる

李明博大統領が2010年の天皇訪韓を希望すると表明
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歴史問題「謝罪」求める声も
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(1哲霜智葱雰↓
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
支
配
し
た
日
韓
併
合
条

約
締
結
か
ら
、
八
月
で
百
年
が
経
過
す
る
。
日
韓
両
政

府

は
今
年
を

「
新
し
い
百
年

の
出
発
点
」
と
位
置
付

け
、
未
来
志
向

の
友
好
関
係
強
化
を
打
ち
出

し
て
い

る
。
戦
後
を
中
心
に
百
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
両

国
の
有
識
者
に

「
節
目
の
年
」
の
日
韓
関
係

へ
の
提
言

を
聞
い
た
。

（外
報
部

・
五
味
洋
治
、
辻
渕
智
之
、
ソ

ウ
ル

・
築
山
英
司
）

300-



中

金守漢・韓日親善協会中央会長

プ
ラ
ス
に

―
日
韓
関
係
で
併
合
百
年

を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
。

「
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
は
全

体
像
か
ら
み
れ
ば
昨
日
今
日

の
間
柄
で
は
な
い
。
二
千
年

の
歴
史
の
う
ち
不
幸
だ

っ
た

の
は
文
禄
・慶
長
の
役
貧

五

九
二
～
九
八
年
）
と
韓
国
併

△
只

一
九

一
〇
～
四
五
年
）
で

あ
り
、
百
年
に
満
た
な
い
わ

ず
か
な
期
間
だ
。
日
本
の
古

代
国
家
形
成
に
朝
鮮
半
島
か

ら
の
多
く
の
渡
来
人
な
ど
が

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
歴
史

が
証
明
し
て
い
る
。

エ

ハ
○

七
年
に
日
本
と
の
文
化
の
橋

渡
し
役
と
な

っ
た
、
朝
鮮
通

信
使
の
派
遣
が
始
ま
り
、
道

中
で
日
本
の
学
者
が
朝
鮮
の

学
者
に
教
え
を
こ
う
た
。
わ

れ
わ
れ
の
祖
先
た
ち
の
度
量

が
い
か
に
大
き
か

っ
た
か
。

ま
さ
に
木
を
見
て
森
を
見
な

い
よ
う
で
は
い
け
な
い
」

―
岡
田
克
也
外
相
が
二
月

に

「
被
害
者
の
気
持
ち
を
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
表
明
し
、
鳩
山
内
閣
と
し

て
植
民
地
支
配
を
謝
罪
す
る

村
山
談
話
の
踏
襲
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

「
村
山
談
話
は
韓
国
と
日

１
９
２
８
年
生
ま
れ
。

９６
～
９８
年
に
国
会
議
長
。

現
在
は
、
韓
日
親
善
協
会

中

央

会

長
、

ハ

ン
ナ

ラ

党

常

任

顧

間

団

会

議

議

長
。

本
の
不
幸
な
歴
史
に
対
す
る

一
番
整
理
さ
れ
た
正
確
な
評

価
だ
と
思
う
。
岡
田
外
相
が

韓
国
に
来
て
鮮
明
に
し
た
点

で
新
鮮
味
が
あ

っ
た
」

―
李
明
博
大
統
領
は
今
年

の
天
皇
陛
下
訪
韓
を
望
ん
で

い
る
が
。

「
韓
国
国
民
の
相
当
数
が

天
皇
の
訪
韓
を
タ
ブ
ー
視
せ

ず
、

理

解

し

て

い
る

と

思

う
。
か
え

っ
て
日
本
側
の
方

が
果
た
し
て
決
断
で
き
る
の

か
、
反
対
論
が
日
本
国
内
に

い
ま
だ
に
強
く
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
え
る
」

―
宮
内
庁
が
所
蔵
す
る
朝

鮮
王
朝

（
一
三
九
二
～

一
九

一
〇
年
）
の
儀
典
書

「
朝
鮮

王
室
儀
軌
」
の
返
還
を
求
め

る
声
も
あ
る
。

「
私
も
民
間
レ
ベ
ル
で
日

本
の
文
化
財
の
返
還
に
力
を

尽
く
し
た
が
、
国
と
国
の
メ

ン
ツ
が
あ

っ
た
り
し
て
難
し

い
。
し
か
し
朝
鮮
王
朝
の
書

物
を
持
ち
出
し
た
の
は
道
義

的
に
問
題
が
あ
る
。
日
本
の

天
皇
が
国
民
の
象
徴
な
ら
、

韓
国
国
民
も
李
朝
の
王
に
同

じ
よ
う
な
情
緒
を
持

っ
て
い

る
。
日
本
が
自
ら
返
す
こ
と

が
韓
国
の
国
民
感
情
を
和
ら

げ
る
上
で
プ
ラ
ス
だ
ろ
う
」

―
新
共
同
宣
言
を
期
待
す

る
有
識
者
も
い
る
。

「
あ
え
て
新
た
な
宣
言
は

い
ら
な
い
。
心
を
新
た
に
す

る
。
そ
れ
だ
け
で
良
い
」

―
併
合
百
年
に
あ
た
り
韓

国
が
す
べ
き
こ
と
は
。

「
韓
国
が
な
ぜ
あ
の
時
、

列

強

に
踏

み

に
じ

ら
れ

た

か
。
加
害
者
が
悪
い
の
は
当

然
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
自
身
に

責
任
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず

だ
。
被
害
を
受
け
た
者
も
そ

れ
を
は
ね
返
す
だ
け
の
力
量

が
足
り
な
か

っ
た
こ
と
を
反

省
し
つ
つ
、
両
国
民
が
未
来

志
向
で
団
結
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
」

キム ス ハン

(第 3種郵便物認可)

小此木政夫・慶応大教授

―
今
年
は
日
韓
併
合
百
年

だ
。

「
両
国
関
係
は
中
国
を
交

え
た
三
カ
国
関
係
の
中
に
あ

っ
た
。
中
国
の
盛
衰
を
反
映

し

つ
つ
、
時
に
競
争
し
、
時

に
協
力
し
て
き
た
。
ま
た
お

互
い
、
国
の
形
を
変
え
て
し

ま
う
ほ
ど
影
響
し
あ

っ
て
き

た
。
明
治
時
代
以
前
は
韓
国

が
、
明
治
以
降
は
日
本
が
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
最
も

論
議
に
な
る
の
は

『
植
民
地

近
代
化
論
』
。
日
本
の
植
民

統
治
期
に
韓
国
に
資
本
主
義

が
移
植
さ
れ
た
こ
と
を
、
ど

う
と
ら
え
る
か
だ
。
善
意
か

ら

で

は

な

か

っ
た

が
、

資

本

主

義

が
定

着

し
戦

後

に

花

開

い
た
。

そ
れ

に

目

を

そ
む
け
て
も
し
か
た
な
い
。

あ
る

が

ま

ま

に
見

る

機

運

は
韓

国

に
も
生

ま

れ

て

い

る
」―

韓
国
政
府
は
節
目
の
今

年
、
象
徴
的
な
行
事
を
期
待

１
９
４
５
年
生
ま
れ
。

専
門
は
韓
国

・
北
朝
鮮
の

国
内
政
治
と
北
東
ア
ジ
ア

の
国

際

政

治
。

近

著

に

「
北
朝
鮮
と
人
間
の
安
全

保
障
」

し
て
い
た
よ
う
だ
。

「
日
本
で
政
権
交
代
が
起

き
民
主
党
政
権
が
で
き
た
こ

と
が
、
過
剰
に
期
待
を
持
た

せ
た
。
天
皇
陛
下
の
訪
韓
を

求
め
る
声
が
上
が
り
、
李
大

統
領
の
国
賓
訪
問
も
検
討
さ

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
難
し
そ

う
だ
」

―
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

「
日
本
の
政
局
が
安
定
せ

ず

『
静
か
に
百
年
目
を
過
ご

し
た
い
』
と
い
う
雰
囲
気
に

な

っ
た
か
ら
だ
。
韓
国
で
は

六
月
に
統

一
地
方
選
、
日
本

も
七

月

に
は
参

院

選

が

あ

る
。
秋
に
な
る
と
、
ソ
ウ
ル

で
の
二
十
力
国

・
地
域

（
Ｇ

２０
）
首
脳
会
合
が
待

っ
て
い

る
。
韓
国
に
は
非
常
に
重
要

な
会
議
だ
。
今
の
雰
囲
気
な

ら
そ
の
間
に
韓
国
と
北
朝
鮮

の
南
北
首
脳
会
談
も
予
想
さ

れ
る
」

―
次
の
百
年
に
向
け
て
日

本
が
で
き
る
こ
と
は
？

「
焦
点
は
在
日
韓
国
人
ら

永
住
外
国
人

へ
の
地
方
選
挙

権
付
与
だ
と
思
う
。
日
本
で

は
与

党
内

で
も
賛

否

が

割

れ
、
今
国
会
の
法
案
提
出
は

な
い
が
、
提
起
の
仕
方
が
よ

く
な
か

っ
た
。
批
判
が
起
き

る
の
も
無
理
は
な
い
。
も

っ

と
制
限
的
に
進
め
る
こ
と
を

考
え
て
は
ど
う
か
。
か

つ
て

大
日
本
帝
国
の
構
成
員
だ

っ

た
人
と
そ
の
子
孫
に
限
定
す

る
の
だ
。
そ
の
中
に
は
徴
兵

や
徴

用

に
応

じ
た
者

も

い

る
。
併
合
百
年
と
い
う
節
目

の
年
に
植
民
地
時
代
の
負
の

遺
産
を
明
確
に
清
算
す
る
意

味
で
、
対
外
的
に
も
強
い
印

象
を
与
え
ら
れ
る
」

―
投
票
し
た
い
な
ら
国
籍

を
取
得
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
も
あ
る
。

「
そ
れ
が
最
善
だ
が
、
心

情
的
に
国
籍
変
更
に
踏
み
切

れ
な
い
人
も
い
る
。
地
方
自

治
の
観
点
か
ら
、
そ
の
地
域

に

一
定
期
間
定
住
す
る
人
々

を
対
象
に
す
れ
ば
、
懸
念
さ

れ
る
よ
う
な
問
題
は
起
き
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
百

一
年

目
以
降
の
日
韓
関
係
に
つ
な

げ
た
い
」


